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石狩川流域 湿地・水辺・海岸ネットワーク 

設立記念フォーラム 参加してきました！ 
去る 3 月 5 日（日）、「湿地から北海道の未来を考え

る」というテーマのもと札幌で上記フォーラムが開催

されました。本校からは理数科 2 年川越聖哉くん、小

川彰史くんが参加しました。◆100 年ほど前、石狩川

流域には国内最大と言われる広大な石狩大湿原があり

ました。多種多様な野生生物や人間が暮らし、人はそ

の湿地から多くの恵みを得ていたのです。現在では開

発が進み、わずかに点在する湿地に名残をとどめるの

みです。かつての国内最大の大湿原はわずか 0.1％にま

で減少（ほぼ消滅）しました。わずかに残る貴重な湿

地環境をこれ以上なくさぬよう保全するとともに、少

しずつ取り戻していこうと各地で活動している研究者や市民、行政の人たち、そして未来を

担う中学生から、高校生や大学生が一同に集まりました。◆本校から参加の川越君、小川君

はこれまで課題研究で取り組んできたマガン繁殖地（ロシア）の植生変化とマガンの生態

についてポスター発表を行いました。様々な立

場の大人の方や、高校生、中学生までたくさん

の方が興味深く発表を聞きに来てくれました。 

 

【フォーラム開催を宣伝したチラシ】 

【最優秀ポスター賞を受賞しました】 

【北海道新聞にフォーラムの様子が紹介されました】 


